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北海道ガス株式会社

ガス料金の値下げ
および

原料費調整制度の適用廃止について

当社は、本日、北海道経済産業局長に対し、５月１日を実施日として、ガス料金の値下げ

と原料費調整制度の適用廃止を主な内容とする一般ガス供給約款ならびに選択約款の変更

の届出を行いました。

　今回の値下げにつきましては、経営効率化の成果等を踏まえ、お客さまにとってより使

いやすい料金設定とすべく、全ての料金メニューを対象といたします。

　ガス料金の改定率につきましては、料金メニューによって異なりますが、供給約款と選

択約款をあわせた小口部門全体の平均で▲２．５０％となります。（※２００６年４月時点

の料金との比較）

　今回は特に、賃貸マンション・アパートを中心にご利用いただいている「家庭用ＦＦ暖

房・給湯契約」、ガスロードヒーティングに適用される「融雪用季節契約」、事務所や店舗

のガス冷暖房等に適用される「小型空調契約」について競争力の強化を図ります。

　また、今回のガス料金値下げにあたり、為替レートや原料価格の変動に応じてガス料金

を調整する「原料費調整制度」の適用を廃止することといたしました。

　これは、当社で１９９６年から進めてまいりました天然ガス転換作業が、２００５年

１２月までに札幌・千歳・小樽地区で完了し、都市ガス原料の大部分が苫小牧市勇払地区

で産出される国産天然ガスとなったことによるものです。

　この制度の適用廃止により、従来４月と１０月に行っておりました単位料金の見直しは

行わないことになります。

　昨今は、原油価格の高騰を背景に、価格面も含めたエネルギーの安定的な供給が強く求

められております。当社としましては、北海道産の天然ガスを主原料としているメリット

を最大限に活かし、お客さまのご期待に応え、供給の安定性に加えて価格面でも安心して

お使いいただけるよう、引き続き一層の経営効率化に努めてまいります。

※なお、今回の一般ガス供給約款ならびに選択約款の変更は、札幌・函館・小樽・千歳地

区を対象といたします。
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１．ガス料金の値下げについて

　これまでの経営効率化の成果に加え、今回新たに作成した経営効率化目標を踏まえ、供給約款料金

と選択約款料金をあわせた小口全体のガス料金を、現行（※）に比べ平均２．５０％値下げいたします。

　なお、今回の値下げにつきましては、ガス料金の原価の見直しを行う方式によることとし、実施日

は２００６年５月１日といたします。

（※ ２００６年４月時点。以下同じ。）

　○小口部門平均単価（46.04655ＭＪ、税抜き）

新料金 現行料金 改定率

小口部門平均（円／ｍ３） １５０.４２１円 １５４.２８４円 ▲２.５０％

（１）供給約款の変更

　変更後の供給約款料金は以下の通りです。

　○平均単価（46.04655ＭＪ、税抜き）

新料金 現行料金 改定率

供給約款平均（円／ｍ３） ２２７.０４６円 ２３０.０４６円 ▲１.３０％

　○新供給約款料金表（46.04655ＭＪ）

月間ご使用量 基本料金 単位料金（１ｍ３当たり）

  903.00円（税込） 196.4130円（税込）
料金表Ａ ０ｍ３から１８ｍ３まで

  860   円（税抜） 187.06   円（税抜）

1,279.95円（税込） 175.4760円（税込）
料金表Ｂ １８ｍ３を超え１３６ｍ３まで

1,219   円（税抜） 167.12   円（税抜）

2,612.40円（税込） 165.6795円（税込）
料金表Ｃ １３６ｍ３を超える場合

2,488   円（税抜） 157.79   円（税抜）

（注）各月のご使用量に応じて、Ａ～Ｃの各料金が適用されます。

　○標準家庭における値下げ額（46.04655ＭＪ）

年間お支払額（税込）
年間ガスご使用量

新料金 現行料金
値下げ額 値下げ率

３２４ｍ３ ７２,２０４円 ７３,２２４円 ▲１,０２０円 ▲1.39％

　※標準家庭：所有機器（ガステーブル／小型湯沸器／ガス風呂釜）



（２）選択約款の変更

　選択約款について、全ての料金メニューの値下げを行います。今回特に競争力の強化を図った料金

メニューのモデルケースによる値下げ額は以下の通りです。

◆家庭用ＦＦ暖房・給湯契約

年間お支払額（税込）
年間ガスご使用量

新料金 現行料金
値下げ額 値下げ率

５７０ｍ３ １００,３０３円 １０６,４４９円 ▲６,１４６円 ▲5.77％

※ガス使用量とは、46.04655ＭＪの場合

※ＦＦ暖房機と給湯器をお使いのモデルケース

◆融雪用季節契約

年間お支払額（税込）
年間ガスご使用量

新料金 現行料金
値下げ額 値下げ率

　　 ５４０ｍ３（＊１） ５５,５６９円 ６２,７１５円 ▲７,１４６円 ▲11.39％

１０,８００ｍ３（＊２） ９３６,３０５円 １,０７９,１９０円 ▲１４２,８８５円 ▲13.24％

※ガス使用量とは、46.04655ＭＪの場合

（＊１）ご家庭等でお使いいただく融雪面積３０ｍ２のモデルケース

（＊２）集合住宅や業務用施設の駐車場等でお使いいただく融雪面積６００ｍ２のモデルケース

◆小型空調契約

年間お支払額（税込）
年間ガスご使用量

新料金 現行料金
値下げ額 値下げ率

１６,７００ｍ３ １,７７８,６２８円 １,９２８,３７６円 ▲１４９,７４８円 ▲7.77％

※ガス使用量とは、46.04655ＭＪの場合

※延べ床面積１,５００ｍ２の事務所のモデルケース

２．原料費調整制度の適用廃止について

　「原料費調整制度」とは、為替レートや原料価格の変動等による原料費の変動を、速やかにガス料

金に反映する仕組みです。

　当社では１９９６年より行ってまいりました天然ガス転換の進捗により原料の大部分が国産天然ガ

スとなりましたことから、今回のガス料金の値下げに際して「原料費調整制度」の適用を廃止するこ

とといたしました。

　この制度の適用廃止により、従来４月と１０月に行っておりました単位料金の見直しは行わないこ

とになります。



今後の経営効率化の取り組み

　当社は本日、2006年5月1日を実施日とする一般ガス供給約款の変更届出を行いました。これにあ

わせて、2006 年度から 2008 年度を対象とした新たな経営効率化目標を策定いたしましたので、ご報

告申し上げます。

１．財務体質の強化

　財務体質強化の観点から有利子負債の削減に取り組んでまいりましたが、今後も更な

る削減を図ってまいります。

　具体的には、2006年度から2008年度までの３か年で有利子負債を30億円削減いたし

ます。

２．サービス・保安の向上

　(1)　お客さまサービスの向上

　お客さまの『声』をもとに、ＣＳ向上への取り組みの更なる充実を図り、より一層のお

客さまサービス向上に努めてまいります。

　(2)　保安の充実・強化

　これまで同様、経年管対策をお客さま保安の主要政策と位置づけ、埋設環境等を考

慮した効率的な入替を進めてまいります。また、地震に強いポリエチレン管への入替

を計画的に実施するとともに、地震による被害の最小化と二次災害を防止するための

取り組みを推進してまいります。

３．環境保全への対応　

　環境負荷低減に寄与する天然ガスの普及拡大に努めるとともに、コージェネレーションシ

ステム等の高効率機器の普及促進に努めてまいります。
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